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Mt. Hood Community Colegeの歴史と教育方針について
Mt. Hood Community College Catalog 1987-88 
Maryland State Board for Community Coleges, State Plan and Annual Report・ 
10th Annual Community Colege Plan 
米国における成人教育の機会とその動機について
Arthur W. Chickering and Associates The Modern American College 
Richard E. Peterson and Associates Lifelong Learning in Amenca 
その他全体について
Lewis B. Mayhew The Carnegie Commision on Higher Education 
m Mt. Hood Community Collegeの歴史と教育方針
この大学は1966年（昭和41年）に開校し，現在およそ20,000の学生を在籍させている。












































務。商業経営一般。小売り業経営。テレビ・ コミュニケ シーョン。コンピュー タ操作。
美容法。歯科衛生。幼児教育。電子工学技術。エレク卜ロニク・システム工学。秘書学。
消防工学。漁業工学。園芸学。 食品学。林学。埋葬学。グラフィック・デザイ ン。図学。
写真工学。危険物・有害物取扱。ホテル ・観光経営。オ トーメーション ・ロボッ卜工学。




2 後期大学転学課程（ transfer programs ) 
(1）芸術・文化課程 （associate degree of arts and lettersの学位）
建築。室内建築。芸術。 芸術教育。芸術史。 英語。外国語。一般教養。ジャーナリズム。
造園。音楽。スピーチ。演劇。
(2）経営課程（ associate degree in businessの学位）
農業経営。経営管理。経営教育。 ホテル・レストラン経営。
(3）自然科学課程 （associate degr目 inscienceの学位）
農学。環境科学。生科学。生物物理学。生物学。化学。応用化学。指圧治療。コンビュー
ター・サイエンス。歯科衛生。工学。漁業。ワイルドライ フ・サイエンス。林業。自然
科学一般。地質学。 保健。健康管理。工業経営。 製造工学。 数学。医学工学。医学。看
護。 作業療法。 検眼法。 植物防疫法。薬学。 体育。 物理療法。物理学。足病治療法。レ
クレーション ・レジャー指導法。野外レクリエーション指導法。 獣医学。
(4）社会科学課程（ associate degree in social scienceの学位）
アメリカ研究。人類学。コミュニティ ・サービス。 刑事裁判。経済学。 初等教育。中等
教育。 社会学科学一般。地理学。老齢問題。家政学。 歴史学。法律学。哲学。政治学。




































意図的教育と学習（ Deliberate Education and Learning ) 
1 学校教育（ In the Schools ) 
初等前教育（Preprirnaryeducation) 
初等中等教育（Elementaryand secondary education) 
大学教育（Colege and university undergraduate) 
大学院等（Graduateand professional education) 
教育委員会成人教育（Publicschool adult education) 
私立職業学校・企業内学校（Proprietaryschools) 
大学開放講座（Colegeand university extension and continuing education) 
地域主催講座（Community education) 





連邦政府雇用促進研修 （Federalmanpower programs) 
軍務にかかる研修（Militaryservices) 
連邦政府主催農業研修（Agriculturalextension) 
都市レクレーショ ン活動（City recreation department) 
地域社会の様々な品E織の活動（Coernunity organizations) 
宗教団体 ・教会等の活動 （Churches and synagogues) 
自由大学（Freeuniversities) 




























エレク トロニyク・メディア （Electronicmedia) 。
無意図的学習 （Unintentional Learning ) 
家 庭 (Inthe Home) 全員
月散 場（Atwork) , 
チ入で 友（Fromfriends) /,-
マスメディア （Fromthe mass med叫 // 























残念なことに communitycollegeは随時入学させる仕組み（ open-door ）をもち，全日制の
学生（ full-timer ）や，定時の学生（ part-timer ）が混在していて， 学生の数を特定出来ない







領域（ Unintentional Learning ）と個人的に行っている意図的学習の領域（ Individually 
Used Sources ）である。 ここでいう unit巴ntionallearningとは人が生活する場，言い換えれ




なっている狭義の学校教育（ school education ）や非学校教育（ nonschool education ）ばか
りでなく，広義の意図的教育（ unitentional education ）や個別におこなう学習 （individualy 













































( Individualy Used Sources ）である。成人のアメ リカ人の79パーセントは個別でおこなう
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何らかの学習や研修をしていて，大学やそのための教育機関でグループで学習する数の3倍に
相当する。具体的には次のような内容である。













































労働組合研修 （Trade unions ) 
労働組合の研修全体はとらえにくいが，米国に約2000万人の組織労働者がいて，研修の4つ
の主な型がある。 communitycollegeと提携して， associat巴degreeを与える。
実地研修（ apprenticeship program ）労使が協議のうえ，また単独で，実務研修をする。
労働教育（ labor education ) 労働組合が主に主催し， 具体的な現場の問題を研修す
る。
労働学習（ labor studies ) 労働を社会科学として広く研究する。
大学での研究（ college course ) 全額か一部の，学費の支給を受けて研究する。しかし，
活用しているのは資格のある組合員のlパーセントで
ある。







法律 ・科学問題 13 
管 E里 11 
公務オリエンテーション 9 
事務技能 8 






















連邦政府雇用促進研修 （Federal manpower program) 
連邦政府労働省が計画し実行する雇用促進のための研修で， 1976年に52億ドルの予算を使っ
て，330万人に研修の機会を与えた。






































都市レクレーション活動 （City r巴creationdepartment ) 
市の行政機関が教育機関と協力して主催し公園，博物館，水族館， キャンプ場，天文台，体
育施設等を利用して行う。
地域社会の様々な組織の活動（ Community organizations ) 
地域にある趣味，教養，娯楽，ボランティア， 奉仕， 老人，慈善のクラブや団体等が行う。
宗教団体，教会等の活動 （Churches and synagogues ) 
米国でこの主の活動が特に盛んなために，communityorganizationと分けたものであろう。
自由大学（ Free universities ) 
実験大学（ Experimental universities ）と同様の性格を持ち，米国特有のものである。
anyone can teach and叩 yonecan learn （誰でも教えられ，誰でもが学べる）という哲学によっ
て参加するものが費用を負担して，全く 自由に行う。
国立公園，森林等での活動（ Parks and forests ) 
連邦政府，州政府等が所有し，管理している公園，森林，史蹟，戦場，遺跡での活動を主体
としたものである。
学校教育 （In the Schools ) 
中等教育後教育 （Postsecondary schooling ) 
成人の学習の機会である米国の中等教育後教育調査の，初等前教育（ preprimary education ) 
と，初等中等教育（ elementary and s巴condaryeducation ）除けば， 殆どすべての領域に及ん
でいる。
大学教育（ Colege and university undergraduate ) 






collegeは年齢の高い層と新しいお客さま（ new clientele ）を相手に極めて高い成長ぶりを
示している。卒業まで漕ぎつけられず，中途で方向を変えるものは大学教育全体で、50パ セーン
トもある。
























り立てている学習の動機について見る。先に挙げた文献，LifeLong Learning in Americaの
Adult Learners Characteristics, Needs, and Interestsに従って述べると，成人の動機を
49 
1 (1) 目的指向（ goal orientations ) 
免許，資格，学位，職等を得たいという動機から学習する。
(2）活動指向（ activity orientations ) 
何かをしたい，活動したいという動機から学習に参加する。
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含めて大学全体が米国程地域に目を向けていると言えない。我が国のそれは，我が国独自の歴
史や文化に根ざして生長して来たものである。したがって， MHCCと本学との聞に類似点を
無理に見出そうとするならば，2年で終了を予定していることくらいで，一方は男女を含むあ
らゆる年齢層を学習者として予定しているが，他方は，18歳から19歳までの女性を主な学習者
としている。教育課程についても，一方はあらゆる教育要求に応じた多彩な内容を持ち，他方
は女性としての人間的教養と職業的教養を身に付けた社会人となるためのものが主体となって
いる。一方は地域の要求にしたがって，新製品を次々と市場に売り出すように新しいプログラ
ムで入学者の気を引こうとするが，他方は変化より安定した比較的恒久性のある教育課程であ
る。
あらゆる国際交流がそうであるように，相互に共通点が多いからでなく，異質で文化のパター
ンも考え方も異なるために， 一層交流に意義があるという観点に立たなければならない。
今，米国では民主主義社会を健康で力強く発展させ維持するために，何時でも， どこでも，
誰でも，何でも学べる，ユニバーサルな高等教育の段階にあるといえる。したがって，com-
munity colegeの中には exoffender（犯罪経験者）や受刑者のための教育プログラムすらあ
る程で，彼らが民主社会の足を号｜っ張らないように，彼らも民主社会の立派な構成員となるよ
うに高等教育の機会を与えようとしている。
我が国も，民主主義国家として，国民全体の知的水準を高めていかなければならないが，我
が国独自のユニバーサルな高等教育を求めていくのか，あるいは別の道があるのか，まだ国民
的な議論は起こっていない。中等教育後の教育への要求は潜在している状況から顕在し始めて
いる。我が国が米国から学び取るのは現在の大学の姿からではなく，これまでの成長の過程で
あろう。この過程は多方面の交流によって全体を把握できるものと考える。本稿では，多くの
課題を残したまま終える。
(1987・9・16)
